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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・平成１４（２００２）年１２月の公募開始以来、全国で初めて応募いただいた、

  高知県東洋町について詳細にご説明いたします。

・東洋町は高知県の東の端に位置し、徳島県の海陽町に隣接している、人

  口３,５００名程度､主要な産業は、ポンカン栽培などの農業と漁業、予算規

  模約２４億円という小さな町です。

・大まかな経緯は記載の通りですが、

 平成１９年１月に東洋町から応募をいただきましたが、４月に応募に対する

 民意を問う出直し町長選において、反対立場候補に大差で敗れ、投票日

 翌日の４月２３日には、新町長から応募取下げの申し出があり、東洋町での

 文献調査を取止めることといたしました。

・全国で初めて応募いただいた東洋町につきましては、応募から３ヶ月で終

  焉を迎えることになってしまいました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・それでは次に、県や周辺市町村の動きを含めて、今一度詳しく、全

  体の様子を整理してみました。

・東洋町内において、住民の反対意志を表明する活動として、町民の

   約３分の２の方が署名した反対請願書の提出、核持ち込み禁止条例

   制定の直接請求、町長リコールの会立ち上げなどがありました。

・推進団体も立ち上がりましたが、特に女性層を中心に活発な反対活

    動が町内で展開されました。

・また議会でも応募に反対の立場の議員が過半を占めることとなり、 

   ２回にわたり町長の辞職勧告を決議するなど、町長との対立構造は

   最後まで変わることはありませんでした。

・これに対し町長は「応募イコール誘致ではなく文献調査期間中も勉

    強し、住民投票で概要調査地区選定に対する民意を問う」等と主張

    し、いったん自ら辞職し、応募の是非を問う出直し選挙に出馬しま

    したが、結果は大差で落選となりました。

・他方、高知県や周辺市町村などの状況ですが、早くから反対姿勢を  

    明確にし、高知・徳島両県知事がＮＵＭＯや国を訪れ抗議を行った

   り、高知県では１７市町村、徳島県では４市町において反対決議を

   行うなど、広範囲にわたり反対の意向が示されました。
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